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第３回検討委員会を開催しました 
令和６年１月 23 日に原野谷中学校にて、第３回目の「原野谷学園新たな学校づくり検討委員会」（以下

検討委員会）を開催しました。第３回は主に整備コンセプトと建設地の検討を行いました。 

【整備コンセプト】 
第１回・第 2 回検討委員会でのワークショップや、児童生徒・教職員の皆様とのワークショップ、原野谷フェステ

ィバル、地域説明会等で頂いたご意見をもとに、原野谷学園での小中一貫校の整備に向けたコンセプトを下記の
ようにまとめました。 

 

『原野谷からはじまる、夢と希望に向かう新たな共創のまなび舎』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今後、このコンセプトに基づいて整備基本方針や建物の構造等を検討していきます。 
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各戸配布一部ずつお取りください 

「原野谷からはじまる」 
 

小中一貫教育の研究（小・中学校が強く
連携し、一貫性のある教育を実施する）
は、原野谷学園で早くから進められており、
新しい学校についても掛川市において小中
一貫校のモデルとなる学校にしていく、という

意味が込められています。 

「夢と希望に向かう」 
 

児童・生徒と実施したワークショップにおいて、 
「新しい学校のキャッチフレーズ」というテーマで話し合いを行いました。 

その中で夢というキーワードが多くでたことから、普段から学校で学び、生
活する子どもたちが、前向きに過ごすことができる学校にしていく、という

意味が込められています。 
 

＜ワークショップでの意見＞ 
テーマ:新しい学校のキャッチフレーズを考えよう  
・夢を持って共に歩む 
（個人で夢を持って、尊重し合いながら新しい学校をスタートさせる）  
・人との関わりを大切に 清く明るい 原野谷学園  
・やる気 元気 本気 勇気 仲間思いな 原野谷学園  
・夢と希望に向かって笑顔で進む原野谷学園  
・１人１人が尊重し合い 夢に向かって成⾧していく 

「共創」 
 

原野谷が育んできた児童・生徒の縦と横の
つながり、そして地域とのつながりを活かした
協働的な学びを実現する学校にしていく、と

いう意味が込められています。 
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【学校建設地】 
 検討委員会では、最終候補地決定のために必要な視点や検討内容を洗い出し、 

下記のような視点で各候補地を比較し、検討しています。 
 
 
 
 

 
また、３つの候補地のメリット・デメリットについて、専門業者からの情報等も踏まえて検討を行っています。 
説明会やホームページのご意見フォームで頂いたご意見も踏まえて、最終候補地を決定していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回は!【建設地】と【複合施設】の検討等を予定しています。 

 第４回原野谷学園新たな学校づくり検討委員会では、 
主に建設候補地と、複合する公共施設について検討を行います。 

＜検討委員会のホームページ＞を立ち上げました! 

右の QR コードからアクセスできます➡      

専用のご意見フォームに 

ご意見をお寄せください➡ 

ご意見・ご質問等ございましたら、お気軽に 

掛川市教育委員会 教育政策課 学校再編室 
までお問い合わせください! 

〒436-8650 掛川市⾧谷一丁目１－１ 
TEL:0537-21-1155 FAX:0537-21-1222 
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第４回検討委員会 
日時:令和６年２月７日 午後７時～ 
場所:原野谷中学校 ２階 図書室 

原野谷中学校 
 
 
 
 
 

＜メリット＞ 
・ 広い敷地を確保できるため、 

学校運営や敷地の使い方での 
自由度が高い。(3.2ha) 

・ 制約条件が少ないため、他の候補地
と比較して早く開校することができる。 

・ 原谷・原田両地区の境に位置してい
るため、両地区から通いやすい。 

・ 通学支援の対象者は全体の約
10%。 

 
＜デメリット＞ 

・ 外水氾濫の想定が 0.5～3.0ｍ未
満。 

原谷小学校 
 
 
 
 
 

＜メリット＞ 
・ 北側の農地まで拡張できれば、 

広い敷地を確保できる。(3.3ha) 
(道路を挟むため、学校運営や敷地
の使い方では工夫が必要) 

・ 通学支援の対象者は全体の約
10%。 
 

＜デメリット＞ 
・ 用地を拡張する場合、学校建設に

加えて用地整備に時間・コストがかか
り、開校までに期間を要する。全面で
の開校は令和 13 年以降を見込む。 

・ 外水氾濫の想定が 0.3～3.0ｍ未
満。液状化可能性「中」の箇所が分
布。 

原谷小学校よりも南方の農地 

新規取得 

 
＜メリット＞ 

・ 新しい土地の取得になるため、広さな
どの制約がなく計画出来る。 

 
＜デメリット＞ 

・ 用地の取得が必要になるため、学校
建設に加えて用地整備に時間・コス
トがかかり、開校までに期間を要す
る。開校は令和 14 年以降の見込
み。 

・ 通学支援の対象者が 
他の候補地よりも増加する。 

・ 外水氾濫の想定が 0.3～3.0ｍ未
満。液状化可能性「中」「小」の箇所
が分布。 

学校運営のしやすさ 通学手段 安全性 開校までの期間 経済性 

※規定に応じて、通学支援を実施します。 
スクールバスの運行や定期券の支給は市で行い、保護者負担はありません。 


